
 

 

 

 

◇「アニメーション等の映像手法に関するガイドライン」に抵触する、映像や光の点滅、コントラストの強

い画面反転、急激な輝度変化などの「パカパカ」を検知し、ＬＡＮインタフェース（RJ-45）にて外部へ通

知します。 

◇「パカパカ」を検知したシーンをキャプチャしＰＣにＡＶＩファイルとして取り込むことができます。 

◇フリーズ、ブラックアウト、無音、レベル異常など基本的な映像／音声のエラーも検知し通知します。 
 

 

   ◆映像入力信号 

  入力信号数 ：１系統 

  信号形式  ：映像 ：ＨＤ-ＳＤＩ ＳＭＰＴＥ２９２Ｍ  １０８０ｉ 

      ＳＤ-ＳＤＩ ＳＭＰＴＥ２５９Ｍ－Ｃ ４８０ｉ［Ｄ１］ 

    ：音声 ：エンベデッドオーディオ ４８ＫＨｚ １６ｂｉｔ ８ｃｈ（ＨＤ-ＳＤＩ時） 

        ４８ＫＨｚ １６ｂｉｔ ４ｃｈ（ＳＤ-ＳＤＩ時） 

    ：タイムコード： 

      ＨＤ－ＳＤＩ ＶＩＴＣ／ＬＴＣ（エンベデッド） 

      ＳＤ－ＳＤＩ ＶＩＴＣ（ＶＢＩ） 

  入力接栓  ：ＢＮＣコネクタ 

 

   ◆外部通知 

  通信仕様  ：100BASE-TX/10BASE-T 対応 LAN インターフェース 

  プロトコル ：ＳＮＭＰ 

  コネクタ  ：ＲＪ－４５モジュラ 

 

   ◆キャプチャ 

  インターフェース ：ＵＳＢ２．０ 

  録画解像度 ：３２０×２４０または１６０×１２０ 

  ファイル形式 ：ＡＶＩ 

  コネクタ  ：ＵＳＢコネクタＢタイプ 

 

   ◆管理運用・キャプチャソフトウェア動作環境 

  インターフェース ：ＵＳＢ２．０ 

  ＯＳ  ：ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ ＳＰ２ 

  ＣＰＵ  ：Ｐｅｎｔｉｕｍ４ １．６ＧＨｚ以上 

  ＲＡＭ  ：１ＧＢ以上 

  ディスプレイ ：１０２４×７６８ドット以上 

  ※ＤｉｒｅｃｔＸ９．０以上に対応した機種 

 

   ◆外形寸法  ：Ｗ２１５ × Ｈ４４ × Ｄ４９０ ｍｍ （１Ｕ ハーフサイズ） 

   ◆重量  ：約 ３ ｋｇ 

   ◆電源電圧  ：１００Ｖ±１０％ ＡＣ ５０／６０Ｈｚ 

   ◆消費電力  ：約 ２５ Ｗ 

   ◆使用温度  ：５℃ ～ ４０℃ 
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   ◆エラー検知項目 

  １．映像点滅 ：映像点滅「パカパカ」が設定値を超えて発生した場合に検出します。 

     「パカパカ」検知回路は３回路を備えており、各々の「パカパカ」検知の 

     設定値の項目は次のものです。 

      ・輝度レベル差Ａ 

      ・輝度差発生面積Ａ 

      ・輝度点滅回数Ａ 

      ・輝度レベル差Ｂ 

      ・輝度差発生面積Ｂ 

      ・輝度点滅回数Ｂ 

      ・赤レベル差 

      ・赤レベル差発生面積 

      ・赤点滅回数 

 

「パカパカ」検知回路 概略ブロック図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力 Video 信号 

HD/SD-SDI 

YPbPr/YCbCr   interlace

ガンマ補正 赤抽出 

フィルタリング 

ブロック化 

フィルタリング 

ブロック化 

フィールド遅延 フィールド遅延 

動き補償機能付き 

輝度比較Ａ 
（しきい値：輝度レベル差Ａ） 

動き補償機能付き 

赤比較 
（しきい値：赤レベル差） 

Y PbPr/CbCr

輝度比較Ａ 

不一致ブロック カウント 

赤比較 

不一致ブロック カウント 

動き補償機能付き 

輝度比較Ｂ 
（しきい値：輝度レベル差Ｂ） 

輝度比較Ｂ 

不一致ブロック カウント 

輝度Ａ 

点滅判断 
（しきい値：輝度差発生面積Ａ） 

輝度Ｂ 

点滅判断 
（しきい値：輝度差発生面積Ｂ）

赤 

点滅判断 
（しきい値：赤差発生面積） 

輝度Ａ 

点滅回数カウント 
（しきい値：輝度点滅回数Ａ） 

輝度Ｂ 

点滅回数カウント 
（しきい値：輝度点滅回数Ｂ）

赤 

点滅回数カウント 
（しきい値：赤点滅回数） 

輝度「パカパカ」Ａ 

エラー通知 

輝度「パカパカ」Ｂ 

エラー通知 

赤「パカパカ」 

エラー通知 



 

 

  ２．基本エラー項目 

    1)ＳＹＮＣ断 

    2)フリーズ： 

   フレームメモリに輝度信号を保存し、画面中の動き量を計測します。 

    3)ブラックアウト： 

   画面中の輝度情報からブラックアウトを検出します。 

    4)輝度レベルエラー： 

   画面中の輝度成分に設定値（上・下限）を超えるものがないか計測します。 

    5)色差レベルエラー： 

   画面中の色差成分に設定値（上・下限）を超えるものがないか計測します。 

    6)音声無音 

    7)音声レベルエラー： 

   無音、レベル大小を検知します。 

    8)音声逆相： 

   音声の逆相を抽出します。（Ch1-2 間,Ch3-4 間,Ch5-6 間,Ch7-8 間） 

 

  ３．その他 

    1)１ＫＨｚ： 

   音声の１ＫＨｚを検知します。（Ch1,Ch2） 

    2)ＶＩＴＣエラー： 

   入力信号のＶＩＴＣを読みとり、その連続性を監視します。 

   （ドロップフレーム方式であるなしに関わらず検知） 

 

   ◆外形図 

 
   ◆接続図 
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